
部門経営責任者 市民協働部長 渡　辺　修　平
教育部長 石　渡　秀　朗

本部門は組織一体となって、下記の業績目標の達成に取組みます。
上記目標の達成状況は、原則として平成23年9月までに報告します。

人件費相当額
(千円)

6,302

事業費
(千円)

500

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

実　施
計　画

事業費総額
(千円)

1,019

人件費相当額
(千円)

922

協働推進課

市民協働部

97
事業費
(千円)

事業費総額
(千円)

課

○

５つの
宣　言

実　施
計　画

一体感部門

部

事
業
分
類

市民協働部部

○

通番
実　施
計　画

５つの
宣　言

部門

事業
内容 協働推進課

3,096

課

6,802

その他
の課題

No.

管理

一体感

1 1

事業名称等
その他
の課題

事
業
分
類

事業費
(千円)

一体感

課

市民協働部部

部門

協働推進課

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

達成
目標

通番

No.

参加企画団体70団体以上
来場者数17,000人
他のイベントとの統合検討

事業名称等

市史編さん事業

事業名称等
管理通番

　伝統・文化などを市民に知ってもらうため、失われつつある地域特性や歴史を分か
りやすく説明する市史の編さんに向け、目で見る三浦市史の追補版の作成に向け、資
料の収集・整理・分析をします。

2 2

ボランティア情報収集
ボランティア登録者数を前年度比5%増加達成

目標

　地域における支え合い活動を進めていくため、ボランティア登録､ボランティア懇談
会などを通じ、個人、団体のボランティア活動の支援を図ります。なおボランティア
登録については、ホームページのほか、広報紙「三浦市民」などを活用し、広く募集
を行うとともに、紹介を行います。

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

市民の一体感醸成事業(みうら市民まつり）（イベントの統廃合による経費の削減）

　市民の一体感を培うため、自然環境の再生に向けた市民活動の促進、地域が誇れる
文化づくり、愛郷心、公徳心をもてる青少年の育成、豊かな共生社会をめざす支えあ
いの環境づくり、市民が活発に連携・交流し、地産地消を推進することを目的とした
全市民参加型「みうら市民まつり」を実施します。この「みうら市民まつり」へのイ
ベントの統合が可能かどうか、対象となるイベントを抽出の上再確認をし、経費の節
減を検討します。

管理

達成
目標

「目で見る三浦市史」の追補版の素案作成

No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

3 5 ボランタリー活動支援事業

平成22年度　一体感政策部門業績目標

3,996

○

事
業
分
類

7,092

その他
の課題

５つの
宣　言

○

1



その他
の課題

部門

事
業
分
類

一体感

○

実　施
計　画

５つの
宣　言

課

　平成12年3月に策定した「みうら男女共同参画プラン」の計画期間は平成22年度まで
のため、平成21年度に策定した「みうら男女共同参画プラン改訂版骨子案」に基づ
き、平成22年度に設置する（仮称）みうら男女共同参画プラン改訂版策定検討委員会
において、「みうら男女共同参画プラン改訂版」を策定し、男女共同参画社会の実現
に努めます。

管理
事業名称等

No.

事業
内容

通番

本年度（平成２２年度）の事業目標

6 男女共同参画プラン改訂版策定事業4

事
業
分
類5 8

事業名称等
通番

安全・安心メール配信事業

人件費相当額
(千円)

管理

No.

みうら男女共同参画プラン改訂版の策定

達成
目標

事業名称等

三浦市民対話集会（市民対話集会「みうらトーク＆トーク」）

その他
の課題

実　施
計　画

５つの
宣　言

738
人件費相当額

(千円)

部門

○

No.

10

通番 管理

協働推進課

市民協働部

達成
目標

登録者を300人増

2,459

2,619

部

160
事業費
(千円)

事業費総額
(千円)

6

本年度（平成２２年度）の事業目標

市民協働部

事業
内容

　防犯啓発及び犯罪の予防のため、防犯をはじめとする「安全・安心」情報を三崎警
察署等から入手し、登録した市民へメール配信します。

部

課

一体感

32
事業費
(千円)

協働推進課

５つの
宣　言

事
業
分
類

その他
の課題

○ ○

事業費総額
(千円)

770

実　施
計　画

協働推進課

市民協働部

市報「三浦市民」の協働編集

922

事業費総額
(千円)

0

人件費相当額
(千円)

事
業
分
類

事業
内容

年12回以上の開催

達成
目標

　市民協働によるまちづくりの実現を目指すため、行政と市民が直接対話できる集会
を開催します。市民皆様からの求めに応じて開催する出前型と、市が主導で開催する
待合型により実施し、市民の意見を行政運営に反映します。

7

No.

通番
実　施
計　画

11

一体感

922

課

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業名称等

事業費
(千円)

管理

部門

部

達成
目標

　市報「三浦市民」を地域愛着につなげるため、紙面の一部に、公募により選考した
「市民特派員」から地域情報等のレポートを提供していただき、掲載します。
　また、公募により選考した「市民編集員」による協働編集を行います。

市民特派員のレポート毎号12回掲載
市民編集員との協働編集の毎号12回実施

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

0

事業費総額
(千円)

課 協働推進課

799
人件費相当額

(千円)

事業費
(千円)

部門 一体感

799

その他
の課題

○

５つの
宣　言

市民協働部部

2



No.

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

　市報「三浦市民」において実施している広告の掲載については、平成21年度に改定
した広告料に基づき、広告料収入の増加を図ります。引き続き、営業活動を行い、広
告主の新規開拓などに努めます。

地域集会施設の地域への譲渡（民営化）又は廃止の検討9

達成
目標

　松輪会館について、地元区である松輪区と土地所有に関する調整を図り、平成23年4
月1日までに、松輪区へ譲渡します。

事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

13

前年度比5％の広告料収入の増加（平成21年度実績1,444千円）

管理

8

No.

12

達成
目標

事業
内容

「(仮称）ﾋｭｰﾏﾝﾌｪｽﾀ ｲﾝ　みうら」の開催
「人権の花運動」の実施

No.

262

管理通番

10

本年度（平成２２年度）の事業目標

管理
事業名称等

11

No.

人権擁護活動事業

本年度（平成２２年度）の事業目標

17

　「三浦市情報セキュリティポリシー」をもとに、庁内向け情報セキュリティ職員研
修を常勤職員・非常勤職員・臨時職員を対象に実施します。
　また庁内情報セキュリティ内部監査を実施します。
　なお必要に応じて「三浦市情報セキュリティポリシー」改定します。事業

内容

職員研修受講率100%
内部監査の実施達成

目標

通番

人件費相当額
(千円)

譲渡手続きの完了

○

事業名称等

　横須賀・湘南人権啓発活動地域ネットワーク協議会主催の事業で、平成22年度は本
市が当番市となり、人権尊重の理念に関する正しい理解と人権尊重の普及・高揚を図
るための啓発活動として「（仮称）ﾋｭｰﾏﾝﾌｪｽﾀ ｲﾝ みうら」の開催と「人権の花運動」
を実施します。

三浦市情報セキュリティポリシー

課

799
事業費総額

(千円)

その他
の課題

事
業
分
類 ○

部門 一体感

事業費
(千円)

部

その他
の課題

799

部門

0

通番

市報「三浦市民」における広告料収入の増加

通番

５つの
宣　言

実　施
計　画

実　施
計　画

○

一体感

市民協働部

事業名称等
管理

事業費
(千円)

その他
の課題

課

人件費相当額
(千円)

５つの
宣　言

事
業
分
類

協働推進課

実　施
計　画

2,767
人件費相当額

(千円)

５つの
宣　言

4,267

事
業
分
類

1,648
事業費総額

(千円)

572

部

協働推進課

部門

事業費総額
(千円)

○

1,076

その他
の課題

事
業
分
類

課

646
事業費総額

(千円)

0

646
人件費相当額

(千円)

実　施
計　画

市民協働部

統計情報課

５つの
宣　言

部門

部

事業費
(千円)

一体感

市民協働部

1,500

市民課

部 市民協働部

事業費
(千円)

一体感

課

3



本年度（平成２２年度）の事業目標

12

事業
内容

　ホームページバナー広告募集のお知らせ記事を掲載するとともに、市報「三浦市
民」などホームページ以外の媒体を利用した広告募集を行います。あわせて、ホーム
ページ掲載記事の内容も充実させていきます。

19

5,326

4,619

総務課

事業費総額
(千円)

その他
の課題

事業名称等

計画の一部作成

放送設備改修工事：２校
校舎床改修工事：１校

No.

達成
目標

三浦市公式ホームページにおける広告料収入の増加

管理
事業名称等

18

通番

No.

その他
の課題

小学校施設整備事業

事業名称等

22

達成
目標

　小学校施設の適切な維持管理を目的とし、必要な営繕工事を執行します。
　老朽化した南下浦小学校と旭小学校の放送設備を改修します。
　三崎小学校教室木製床の改修を行います。
　なお、この事業は有利な財源の活用のため、平成22年度に予定していた事業につい
て、財源充当が可能な地域活性化・きめ細かな臨時交付金を平成21年度補正予算で充
当し、事業費13,021千円の予算を繰り越して平成22年度に実施します。

事業
内容

通番

教育部

事
業
分
類

課

通番

一体感

管理

部

実　施
計　画

1,014

事業費総額
(千円)

1,107

実　施
計　画

５つの
宣　言

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

0

部

人件費相当額
(千円)

1,107

統計情報課課

達成
目標

人件費相当額
(千円)

人件費相当額
(千円)

その他
の課題

1,014

0

部門

事業費
(千円)

総務課

事業
内容

事業費総額
(千円)

５つの
宣　言

事
業
分
類 ○

一体感

教育部

部門

707

部

事業費
(千円)

課

ガラス飛散防止工事：校舎１校

15

　非常災害時における児童の安全確保と地域住民の応急避難場所の確保を目的とし、
学校施設の防災機能の向上のための整備工事を執行します。三崎小学校の校舎の窓ガ
ラス飛散防止フィルム張付工事を実施します。

　三浦市の情報資産の現状を把握し、そのリスク等を分析（数値化・評価）して、今
後のIT投資のあり方、市民への情報発信のあり方等を盛り込んだ計画を作成します。

ホームページ広告料収入の前年度比5%増加（平成21年度実績102万円）

No.

達成
目標

管理

13

事業名称等
通番

事業
内容

492

492

事業費
(千円)

○

５つの
宣　言

0

管理

No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

14

事
業
分
類

市民協働部

部門

事
業
分
類

本年度（平成２２年度）の事業目標

小学校地震防災対策事業23

本年度（平成２２年度）の事業目標

三浦市情報化推進計画

その他
の課題

一体感

人件費相当額
(千円)

○

部

統計情報課

実　施
計　画

市民協働部

課

部門

５つの
宣　言

実　施
計　画

○

一体感

4



0

184

５つの
宣　言

事
業
分
類

事業
内容

18

事業名称等
No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

維持管理工事：1件

達成
目標

中学校地震防災対策事業

その他
の課題

実　施
計　画

人件費相当額
(千円)

達成
目標

部

事業
内容

通番 管理

　中学校施設の適切な維持管理を目的とし、必要な営繕工事を執行します。
　三崎中学校の校舎雨漏り改修工事を行います。
　なお、この事業は有利な財源の活用のため、平成22年度に予定していた事業につい
て、財源充当が可能な地域活性化・きめ細かな臨時交付金を平成21年度補正予算で充
当し、事業費4,014千円の予算を繰り越して平成22年度に実施します。 課

事業費総額
(千円)

寺本育英会補助事業26

19 27 ○

教育部

事
業
分
類

本年度（平成２２年度）の事業目標
部門

24

事業名称等

16 中学校施設整備事業

通番 管理
事
業
分
類

実　施
計　画

人件費相当額
(千円)

一体感

その他
の課題

事業費
(千円)

総務課

達成
目標

ガラス飛散防止工事：校舎２校

通番 管理

○

管理

奨学金交付人数：3人

事業名称等
No.

通番

奨学貸付金事業

No.

　経済的理由により修学が困難な高校生に対する奨学金給付事業を行う財団法人寺本
育英会に対して事業費の一部を必要に応じて補助し、高校生の修学を支援するととも
に、有用な人材の育成を図ります。

奨学金貸付人数：17人

　大学・短期大学・専門学校に進学を希望しながら経済的な理由により進学が困難な
学生に対して学費を無利子で貸与し、修学を支援するとともに、有用な人材の育成を
図ります。

○

実　施
計　画

その他
の課題

10,680

10,311

総務課

320

一体感

総務課

一体感

人件費相当額
(千円)

実　施
計　画

部

部門

総務課

事業費総額
(千円)

教育部

13

部

課

事業費
(千円)

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

課

17 25

事業
内容

達成
目標

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

307

184

一体感

５つの
宣　言

教育部

その他
の課題

５つの
宣　言

2,152
人件費相当額

(千円)

4,080

部門

6,232

事業名称等

部門

事
業
分
類 ○

369

事業費総額
(千円)

教育部

５つの
宣　言

本年度（平成２２年度）の事業目標

　非常災害時における生徒の安全確保と地域住民の応急避難場所の確保を目的とし、
学校施設の防災機能の向上のための整備工事を執行します。南下浦中学校、三崎中学
校の校舎の窓ガラスフィルム張付工事を実施します。

No.

事業費
(千円)

課

部

5



28

事業
内容

その他
の課題

307

一体感

307

○

課

人件費相当額
(千円)

235

学校教育課

実　施
計　画

一体感

教育部

事業費
(千円)

事業費総額
(千円)

9,063

1,537

事業費総額
(千円)

事
業
分
類

５つの
宣　言

1,772

その他
の課題

○

人件費相当額
(千円)

各小中学校でのスクールガード活動の実施

23

小中学校の児童・生徒数の推移の把握
適正化を進めている他市町の情報収集

達成
目標

No.

事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

2922

通番

20

No.

○

No.

管理

　小学校に外国人の英語指導助手（AET）2名を派遣、中学校に姉妹都市ウォーナン
ブール市より招聘した国際交流推進非常勤講師1名を派遣し、英語授業を実施すること
により、児童･生徒の英語学習の充実を図るとともに、国際交流への関心度を高めま
す。

事業費
(千円)

○

一体感

部

事業費総額
(千円)

2,459
就園奨励費受給園児数：426人

　幼稚園在園者世帯の所得状況に応じて、幼稚園に補助金を交付し、保護者の負担の
軽減と幼児教育の振興を図ります。

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業名称等

国際理解教育の推進事業

幼稚園就園奨励費補助事業

通番

31

事業
内容

21

No.

管理

部門

実　施
計　画

５つの
宣　言

事
業
分
類

事業
内容

小学校でのAETによる英語授業の実施日数180日/年
中学校での国際交流推進非常勤講師による英語授業の実施日数4日/週

通番
事業名称等

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

32

管理

地域ぐるみの学校安全安心体制整備推進事業

　学校と家庭・地域の関係機関・団体が連携し、児童・生徒及び学校が被害を受ける
事件を防止し、子どもが安心して教育を受けることができるよう、登下校時等におけ
る児童・生徒のスクールガード活動（見守り活動）に対する支援を行います。
　またスクールガードリーダー1名を直接雇用し各地区への巡回活動やスクールガード
活動の指導、助言等を行います。

管理

　各小中学校の児童・生徒数の推移を把握し、学校の適正規模・適正配置の基本方針
に該当する学校が予測された場合、地区協議会の設置準備等、関係部課で適正化の取
組に向けた検討を行います。

総務課

本年度（平成２２年度）の事業目標

教育環境適正化事業(学校再編と適正配置）

事業名称等

課

○

事
業
分
類

通番

その他
の課題

部

５つの
宣　言

教育部

48,587

人件費相当額
(千円)

46,128

総務課課

事業費
(千円)

教育部

５つの
宣　言

事業費
(千円)

実　施
計　画

部門

学校教育課

部

事
業
分
類

8,756

教育部

307

人件費相当額
(千円)

実　施
計　画

その他
の課題

部門

事業費総額
(千円)

0

一体感

部

部門

課

6



一体感部門

事
業
分
類

５つの
宣　言

その他
の課題

実　施
計　画

教育部部

事業費
(千円)

1,537

23,919

人件費相当額
(千円)

25,456

事
業
分
類

その他
の課題

５つの
宣　言

28,940

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

1,537

○

学校教育課

一体感

実　施
計　画

教育部

事
業
分
類

その他
の課題

実　施
計　画

○

部

一体感

課

課

3,074

教育部

事業費
(千円)

0

一体感

事業費総額
(千円)

本年度（平成２２年度）の事業目標

92

小学校就学援助事業

管理

0

3,074

○

５つの
宣　言

事業費
(千円)

その他
の課題

スポーツ課

24

通番

就学援助費受給生徒数：267人

管理

25

達成
目標

34

No.

事業
内容

事業名称等
No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

　赤坂遺跡は弥生時代の貴重な集落跡地であり、その一部を保存活用のため平成22年
度に国の史跡指定を受けた範囲について公有化を図ります。

管理

達成
目標

史跡の公有化：10筆（3,660㎡）

通番

事業
内容

通番

33

本年度（平成２２年度）の事業目標

92

事
業
分
類

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

事業名称等

管理

カーテン（暗幕）等の取替修繕

事業名称等

赤坂遺跡保存整備事業3726

事業
内容

No.

　経済的困難を抱える世帯の生徒のために学用品費・給食費等を支給し、就学を支援
するとともに就学にかかる保護者の負担を軽減します。

課

中学校就学援助事業

部

部門

事業費総額
(千円)

学校教育課

○

就学援助費受給児童数：384人

　経済的困難を抱える世帯の児童のために学用品費・給食費等を支給し、就学を支援
するとともに就学にかかる保護者の負担を軽減します。

27,403

27

生涯学習課

５つの
宣　言

部門

教育部

課

事業費総額
(千円)

達成
目標

人件費相当額
(千円)

実　施
計　画

事業名称等
No.

通番

三浦市体育館維持修繕事業41

部

部門
　施設の老朽化に伴うカーテン（暗幕）等の取替修繕を実施します。
　なお、この事業は有利な財源の活用のため、平成22年度に予定していた事業につい
て、財源充当が可能な地域活性化・きめ細かな臨時交付金を平成21年度補正予算で充
当し、事業費2,264千円の予算を繰越して平成22年度に実施します。

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

達成
目標

7



2,767

部

一体感

0

事業費総額
(千円)

課

実　施
計　画

469

部

その他
の課題

事
業
分
類

その他
の課題

事業費総額
(千円)

５つの
宣　言

○

教育部

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

課 青少年教育課

2,767
事業費総額

(千円)

事業名称等

地域への譲渡又は廃止の市の方針決定

通番

実　施
計　画

369
人件費相当額

(千円)

部門

教育部

事
業
分
類

その他
の課題

５つの
宣　言

一体感

100
事業費
(千円)

部

○

課 スポーツ課

事業名称等

44

No.

補助金の支出

事業
内容

須坂市訪問：１回
須坂市青少年の受入れ：１回

管理

28

通番

達成
目標

達成
目標

部門 一体感
本年度（平成２２年度）の事業目標

　若宮相撲場で開催が予定されている関東高等学校相撲大会の開催経費の一部を補助
し、関東地区１都７県から集まる高校生アスリートの真剣勝負をご覧いただき、古く
から若宮神社で奉納されていた三浦相撲や「かながわ・ゆめ国体」における相撲競技
会開催など、本市にゆかりの深い相撲競技の更なる普及に寄与します。

事業名称等
No.

事業
内容

29

管理通番

本年度（平成２２年度）の事業目標

263 関東高等学校相撲大会補助事業

　姉妹都市須坂市と三浦市の青少年が、それぞれの市を訪問し､一般家庭への宿泊や合
同プログラムを通じた交流を実施します。須坂市においては須坂青年の家・民泊、三
浦市受入れでは三浦ふれあいの村・民泊にて両市の子ども達が共同生活をします。

31

管理

No.

No.

30

管理通番

事業
内容

45

姉妹都市交流事業

ウォーナンブール市からの青少年の受入れ:１回
ウォーナンブール市への派遣:１回

児童館の地域への譲渡（民営化）又は廃止46

青少年姉妹都市国際交流事業

青少年教育課

720

実　施
計　画

3,948

５つの
宣　言

本年度（平成２２年度）の事業目標

2,492

事業名称等

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

3,228

事
業
分
類 ○

部門

事業費
(千円)

達成
目標

実　施
計　画

一体感
  国際姉妹都市ウォーナンブール市への青少年派遣と、ウォーナンブール市青少年の
受入れによる相互交流事業を行います。ホームステイ､学校生活体験を主としたプログ
ラムにより、青少年の国際的視野を広げるとともに、受け入れた地域､学校における国
際理解の向上を図ります。

青少年教育課課

教育部部

事業
内容

　現在、指定管理者制度を導入している児童館について、譲渡（民営化）又は廃止の
検討を進め、基本方針を策定し、関係区との調整の上、各館ごとの市の方針決定を行
い、以後、譲渡（民営化）又は廃止の手続きを順次進めます。

部門

事業費
(千円)

本年度（平成２２年度）の事業目標

教育部

５つの
宣　言

人件費相当額
(千円)

3,535

事
業
分
類

その他
の課題

6,027

○

達成
目標

8



（部門経営会議庶務担当課　一体感総務室）

事
業
分
類

部門

実　施
計　画

事業
内容

事業名称等

開設の準備の検討

部

実　施
計　画

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

図書館

　市民の生涯学習活動の拠点として、また地域の情報拠点としての機能を持つ三浦市
総合（中央）図書館の開設準備については、その利活用には民間パートナーが不可欠
であり、今後の社会情勢を見極めながら、開設準備の検討を進めていきます。

1,537

事業費総額
(千円)

0

課
学校給食共同調理
場

部

事
業
分
類

人件費相当額
(千円)

部門

○

事業費
(千円)

246

246

課

一体感

５つの
宣　言

その他
の課題

教育部

教育部

一体感

５つの
宣　言

1,537

その他
の課題

0
事業費
(千円)

○

通番

学校給食共同調理場維持補修事業

32

管理

管理

47

事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

No.

三浦市総合（中央）図書館構想事業

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

33

通番

　学校給食施設の維持を図るため、南下浦・三崎学校給食共同調理場の施設改修工事
と調理業務を担うための設備の整備を行います。また、経年劣化に伴う小学校荷物用
エレベーターの修繕を行います。
　なお、この事業は有利な財源の活用のため、平成22年度に予定していた事業につい
て、財源充当が可能な地域活性化・きめ細かな臨時交付金を平成21年度補正予算で充
当し、事業費30,107千円の予算を繰越して平成22年度に実施します。

南下浦学校給食共同調理場改修工事：2件
食器洗浄機購入：1台
三崎学校給食共同調理場改修工事：1件
上宮田小学校荷物用エレベーター改修工事：1件

達成
目標

　業績目標は、平成22年4月7日部門経営会議（一体感政策経営会議）において審議決定後、4月9日政策会議に
報告し、確定したものである。

No.

49

達成
目標

9


